
（様式４） 

重要取組シート 

取組項目 新型コロナウイルスへの対応について 

現状・課題 

 これまで、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、国・府と連携した取組や、

保健所の人員体制の強化等を実施し、緊急事態宣言下では、一定の感染抑制効果が

認められた。 

 引き続き、新型コロナウイルス感染症に関する正しい情報を市民・関係機関に発

信していくとともに、いわゆる第2波と呼ばれる、市内で感染が急激に拡大した場

合に備え、適切な医療提供体制を確保することにより、市民の不安を解消し、健康

で安心して暮らせる環境を整える必要がある。 

 

取組みの 

内  容 

○市内部の第2波に備えた体制強化 

・検体搬送や患者搬送の外部委託化 

○医療体制の充実・強化 

・堺市医師会等関係機関と連携した発熱外来の設置 

○検査体制の強化 

・衛生研究所の検査可能職員を増やすとともに、最新試薬を導入し、検査可能数を

増加 

・医療機関等への行政検査の民間委託や、PCR機器の購入補助により、検査可能数

を増加 

・妊婦向けPCR検査等の実施（財源：国の第２次補正予算） 

○医療用物資（マスク、防護服等）の供給支援、備蓄確保 

・市内医療機関が円滑に医療を提供できるよう、必要な医療用物資を供給支援 

・感染が急激に拡大した状況に備え、必要量の医療用物資を備蓄 

○適切な情報発信 

・新型コロナウイルス感染症に関する市ホームページ等における情報発信、感染予

防啓発の継続 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

前期 

（～7月） 

□ 医療物資購入にかかる補正予算要求（５月） 

□ 市内医療機関に対し必要な医療用物資の供給（随時） 

□ 医療機関との連携等による検査の拡大（６月） 

□ 検体搬送や患者搬送の外部委託化（６月） 

□ 感染者数が急増した場合に備えた体制整備（随時） 

□ 市ホームページ等における情報発信、感染予防啓発（通年） 

中期 

（～11月） 

□ 子ども青少年局と連携し、妊婦向けPCR検査等にかかる補正予算要求（８月） 

□ 発熱外来の設置（８月） 

□ 市内医療機関に対し必要な医療用物資の供給（随時） 

□ 本市において必要な医療用物資の購入（随時） 

後期 

（～3月） 

□ 市内医療機関に対し必要な医療用物資の供給（随時） 

次年度 

以降 

□ 新型コロナウイルスに対するワクチン、治療薬の開発・普及状況等に合わせ、

国・府と連携した感染拡大防止策を実施するとともに、適切な医療提供体制を保持

する。 
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